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伊達家のお膝元で発展した独自の食文化
発酵食品と醸造業に見る魅力
伊達家のお膝元で発展した独自の食文化
発酵食品と醸造業に見る魅力

伊達政宗公が築いた
城下町を流れる「内川」岩出山城下町は発酵食の宝庫

　岩出山の中心を流れる「内川」は、岩出山城の外堀の役目を持つ人工
の川ですが、農業用水路としても大きな役割を持ってきました。約400年
前に、伊達政宗公によって岩出山城が造られたと同時に掘られ、江合川
に設けた取水口、「大堰頭首工」から水を引いています。
　400年にわたり、水を利用する各村の住民たちにより、明治期には水
利組合を組織し、改良工事を加えながら維持され、現在、大崎耕土の
3,300haを超える農地を現在も潤しています。
　現在の内川は、地域住民等による「内川を考える会」と工事業者が話
合いを重ねて設計・改良を進めています。「内川環境美化連絡会」や「内
川ふるさと保全隊」によって行われる清掃や啓発活動によって維持さ
れ、「天然石による石積み護岸」「川沿い樹木の保存」「水際線の保持」に
配慮し、内川の自然的・歴史的価値を守りながら、地域住民の交流の場
や観光散策路として利用されています。
　地域にとってかけがえのない存在となっている「内川」は、平成28年に
は世界かんがい施設遺産にも認定され、世界農業遺産「大崎耕土」の水
管理を伝える貴重な資源になっています。

　大崎耕土の人々は、「やませ」などの冷害や洪水への適応の努力を続
けながら、米、麦、大豆の３大穀物をはじめ、地域特有の伝統野菜など、
多くの農産物を生産しています。これらの豊かな原材料をもとに麹をつ
くり、味噌や日本酒などの宮城県内でも有数の発酵食品の産地として、
豊かな食文化を育んできました。
　伊達家の家臣が居城を構えた城下に、城下町が発展し、米菓子製造
業、わら工芸品製造業、日本酒醸造業、味噌・醤油醸造業、豆腐・納豆など
を製造する醸造業が大いに発展し、大崎地域には、現在では酒造 10 社、
味噌醸造８社、麹製造４社があります。
　その中でも、岩出山地域は味噌、酒などの、麹発酵の食文化を感じら
れるところが数多くあります。酒は、岩出山の名取家が1600年（慶長５
年）以前に伊達家に「お料理酒」を献上した記録や、1661年（寛文元年）
に岩出山の宮本家が岩出山伊達家の御用酒屋を拝命した記録が残って
います。

　「岩出山凍り豆腐」は、にがりと宮
城県産の大豆のみを使用した昔な
がらの製法で生産した凍り豆腐で、
弾力に富んだ硬めの歯触りと滑ら
かな舌触りが特徴です。岩出山独自
の工程を経ていることから雑味が
少なく大豆の風味が豊かです。
　江戸時代末期の１８４２年に斉藤

庄五郎という人物が、奈良から製造技
術を持ち帰ったことが始まりであると
伝えられています。
　厳しい寒気にさらされながらも、周
囲に比べて雪が少なく、風もそれほど
強くない岩出山の環境が、凍り豆腐作
りに適しており、田畑が雪に閉ざされ
る冬場の換金作物として、また、貴重

たんぱく源として、この地で凍り豆腐
作りが広まりました。
　以来、170年にわたって、独自の改
良を重ねながら「岩出山凍り豆腐」は
作り続けられています。
　「岩出山凍り豆腐」は、市内道の駅
で買うことができます。また、大崎耕土
案内板で動画をみることができます。

【岩出山城からの景色】

CHECK 岩出山の冬の味覚　「岩出山凍り豆腐」
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歴史・発酵好きにおススメ



More Pick UP!!

伊達政宗公像

　伊達政宗公によって岩出山城が造られたと同時に開
削した農業用兼防備用の水路「内川」は有備館駐車場の
裏手にまわり、川沿いを下っていくことができます。有備
館の森には、大崎耕土案内板で内川が学べます。

２ 内川
う ち か わ

　みやぎ最高品種大豆「ミヤギシロメ」のみを使用した麹・味噌店です。

10 菊池麹や
き く ち こうじ

　創業100年を超え、国産原料のみを使用して丁寧に手作りをしています。６種類の味噌に
加え、オリジナルの仕込み味噌の注文、味噌づくり教室も開催しています。お店ではみそア
イス等のスイーツも販売しています。

9 小泉麹屋
こ いずみこうじ や

　享保二年創業の花山太右衛門商店。名物酒まんじゅう
は、添加物は一切使用しておらず、小麦粉と秘伝のどぶろく
のみで皮をつくり中にあんこを入れ蒸した饅頭です。

8 花山太右衛門商店
は な や ま た う え もんしょうてん

　本場仙台みその製造技術で醤油や味噌、仕込み味噌を
製造販売しています。

5 名取味噌醤油店
な とり み そ しょう ゆ てん

　創業400年の麹屋さんで、伊達政宗公が岩出山に居城
した時代に、京都から麹職人を呼び寄せて住まわせたの
が始まりです。天然醸造・無添加みそ・甘酒こうじを販売
してます。

4 石田こうじ屋
い し だ や

　明治時代に建てられた木造の酒蔵にて、昔なが
らの手作りで味わいある純米酒を作り続けていま
す。蔵前の地下水と大崎で収穫した食用米「ひとめ
ぼれ」を主に使った仕込みで、米のうまみが良く出た酒にこ
だわっています。店舗でお酒を買える他、隣接する昭和レト
ロ館は国登録有形文化財の建物、土蔵の見学ができます。

3 森民酒造店&昭和レトロ館
もりたみしゅぞうてん しょう わ かん

　有備館駅から出発します。
　車の方は、有備館の駐車場に車を止めて出発しましょう。

有備館駅
 ゆう  び  かん

START

■電話番号/0229‐72‐1004 ■営業時間/8:30～17:00  
■定休日/火曜日 ■住所/大崎市岩出山字二ノ構１４７

■電話番号/0229‐72‐1222
■営業時間/7:00～19:00  ■定休日/不定休
■住所/大崎市岩出山字二ノ構２０－１６

■電話番号/0229‐72‐2525
■営業時間/9:00～18:00  ■定休日/月曜日（祝祭日除く）
■住所/大崎市岩出山字通丁１４５－１

　江戸時代に岩出山伊達家の家臣子弟の学問所となった建物です。伊達家当主が時
折講義に臨むための場所であった「御改所」とその附属屋が、現在までのその姿を伝
えています。有備館の建物「御改所」は、二代宗敏の隠居所として延宝5年（1677年）こ
ろに建てられたとする説が有力です。また、内川から水を取り込む池を中心とした庭
園を見学できます。

旧有備館
きゅうゆう び かん

GOAL

■電話番号/0229‐72‐0001 ■営業時間/7:00～19:00  
■定休日/無休 ■住所/大崎市岩出山字下川原町２

■電話番号/0229‐72‐0078■営業時間/7:00～20:00  
■定休日/不定休 ■住所/大崎市岩出山字下川原町１２

■電話番号/0229‐72‐1010 
■営業時間/［森民酒造店］9:00～17:00［昭和レトロ館］10:00～16:00  
■定休日/火曜・水曜日
■入館料/［昭和レトロ館］〈大人〉300円 〈小人〉200円
■住所/大崎市岩出山上字川原町１５

■電話番号/0229‐72‐1344　　■営業時間/9:00～17:00  
■定休日/月曜日（祝日の場合は翌日）12月29日～1月
■入館料/〈大人〉350円〈高校生〉260円〈小・中校生〉180円
■住所/大崎市岩出山字上川原町６

　城山公園入口から登ると、岩出山城跡があります。岩出山城は、大崎氏の
重臣である氏家直益によって築かれた城で、伊達政宗公が仙台城を築く前
の居城でもあります。北羽前街道と羽後街道が交わる要衝の地にあり、元は
岩手沢城と呼ばれていました。1591年（天正19年）、政宗は岩手沢城を居城
とし、旧領の米沢より家臣や城下の町人を移動させました。それに先立ち、
奥州仕置のために下向していた徳川家康が岩手沢城に入城、その命を受け
た榊原康政によって縄張・改築され、名を岩出山城と改めたとされます。現
在、本丸跡は城山公園となり一部に土塁、空堀が残っています。また西の腰
郭跡には伊達政宗公の立像があります。岩出山城からはこの地の栄えた城
下町と内川の全景が一望できます。

岩出山城址
い わ  で  や ま し ろ あ と

うじいえなおます

で わ まえ かいどう う ご かいどう

さかきばらやすまさ
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おすすめルートプランB
移動時間：約40分

駐車場
ルート
トイレ

内川内川
point point 2

小泉麹屋小泉麹屋
point point 9

名取味噌醤油店名取味噌醤油店
point point 5

森民酒造店森民酒造店
point point 3

JR陸羽東線

内
川

岩出山城跡

石田こうじ屋石田こうじ屋
point point 4

花山太右衛門商店花山太右衛門商店
point point 8

菊池麹や菊池麹や
point point 10

GOAL ❶有備館駅

❶有備館駅START

100m
1分

360m
5分

800m
10分

❷内川

10菊池麹や

400m
5分

❽花山太右衛門商店
350m
4分

❾小泉麹屋

10m
1分

11旧有備館

START GOAL

有備館駅有備館駅
point point 1

ルートプランA START
ルートプランB

旧有備館旧有備館
point point 11

1

　内川を眺めながら、大崎耕土で育った米や野菜を使った
料理や凍み豆腐入りのクッキーなどがあります。ご夫婦で
運営され、渡り鳥や居久根の田園風景に魅かれて移住さ
れたそうです。

6 内川の畔りカフェ

■電話番号/0229‐72‐0078■営業時間/11:00～17:00  
■定休日/不定休 ■住所/大崎市岩出山字東川原２４－３

　カフェで疲れを癒したら、岩出山駅でゴールです。

7 岩出山駅

ルートプランA
ルートプランB

START

ルートプランA GOAL

うち か わ ほと

い わ で や ま えき

おすすめルートプランA
移動時間：約20分

❶有備館駅START

100m
1分

360m
5分

160m
2分

❷内川

❸森民酒造店&
　昭和レトロ館

100m
1分

❺名取味噌醤油店
400m
5分

❹石田こうじ屋

❻内川の畔りカフェ
240m
3分

❼岩出山駅GOAL

内川の畔りカフェ内川の畔りカフェ
point point 6

GOAL

岩出山駅岩出山駅
point point 7

ルートプランA

160m
2分

❸森民酒造店&
　昭和レトロ館

100m
1分

❺名取味噌醤油店
450m
6分

❹石田こうじ屋

ご か いじょ

■住所/大崎市岩出山字城山42-2

芭蕉が泊まった場所
　松尾芭蕉は1689年(元禄2年
)3月に江戸を出発し、歌枕を訪
ねる旅に向かい、5月14日に岩
出山に宿泊し「おくのほそ道」
に「南部道はるかにみやりて、
岩手の里に泊まる」と書き残し
ています。芭蕉が宿泊したの
は石崎屋という旅籠で、現在
の岩出山交番所付近にあった
といわれています。

ば し ょ う

■住所/大崎市岩出山字二ノ構131
松尾芭蕉像

芭蕉が泊まった場所

森公園

■住所/大崎市岩出山字東川原８４
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